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A 158 青耳期の食it活に関t る潤吸　筝｜報（そ･･ I）

　　　食^L活調数とその関連a ｝
t 糸紫短欠　網^節争　o蹟孝｝

〔日本家政学会

　a 的　青篠期のﾉ食ヽ>i嘔ヽi 吹人鞠I- 褐行7 ろ耳ｲﾍﾞr･食吃婿S- 無視で ?・J、ヽ時期で^,% 。

I ■ の̂梁養に対Tろ無昭心、や子の芙各ぢとヽr>-ら。)函や? ･リTz宋養観をもっぢじ食瞳端(7)

Si で問題が多い。そ-で成人へff^ 褐行期でれる大学生罵々につい1.,対象1 ヒリｌく環塊

ヒ梁養摂取肩11 £ を行･' T'-.

　方法　a ) 対象　妓い･1 5E住・場手^ a.28Qﾒ、女5-芳生302ん。

　　　　い時期　昭和％耳ら月下喝

　環逢t関連因子i朝査票による自記式I- よっT-。食冲記臓素よりI 日暦の飲食初摂取量

!0ヽらtr,エわしギー重の算出、

　銘果　関連因子１して①檀追('I･4 3'J･ 有長･ 体1・X ポ-ツの有島）@嗜好（/飲酒･ 喫

■ft・乱ｱ､ｲV;嗜特高の有琳）⑧漱食物摂取量、ヽら(7) Xネルギー量£算出し、男子喋a. と-Q-子

喋まめ比穀i行い校訂しTt。

A 159　　青年期の食*£遇I-聞-f ろ研一穴（かヵ2 ;

　　　　　　　試験組汰I- j る吠史感良ヒゼの奪因

　　　　東系紫短天　o納身節子　田ｲﾍﾞ狐チ

　目at]　蟻者らヽ7味覚ラスト。カ茲論・研91 t.しマ隻団に対t る子スi- i.行いi .7,結果t

分挑し既に発表した。近年、食塩摂取I' つい■?・顛題が喘人痛-3-防ヒの関係て｀金視でiMて

W H 0 でヽt、IE-挙人I a 3～5" J t 吏められていろ。々こて塩味嗜好ピ食tjL隈取t。えt;

を一臭団で正麗に把握? % 必旱があろが番島でい。今13 ･了、昧'Eうストめラストペーパ―

に改良をDOえ、集団玉し■z の法味袴､度と検索マる節供モ行っTて。あお-i T rt 弘i.青与期に

おEさ、その食it呟-バ味tの感麦､c影響£恥u'T ヒいう仮説£T'て珊気孔行・Tこ。学"i: J.7?

象tし、味t識別ラストｋい､く■-> -，ヽCF,客観的奪因との関係を検訂し匹

　:5 洙　対象港･･ 々の1に同じ

味覚識別ラスト■■ 昧、識?'J能刀£ラストT ろ-F遥tして試験組を呵いT- ,

　a ）昧t ラスト試rn紙の£味初質ピ濃度: 千Xトペーパーを今(2 ヽ了蘆昧に凛隻差£ つワ

V-もen £合めT-. l+枚£阿四≒

　b ) 味t.うースト試験紙の組合-v: ヒ味わう噴序；4 熹昧守塩味を除<、3原吸の組合せ：-£. 4

グ･しーデに利>↑各? ・Oﾌﾞ｀･レーアに濃嵐差し7･↑r^r隻味乞抵冶-tt、暁'L ・煮嘴や、前､ﾀ､眼。

残存如果ぢじ。誤差ヵ消去s.考え恥。

　結果　味。識別千χト。扨果七々､ｸ､今因l-つい1 正解車i^検定裂行･・犯。


